
令和７年度 １学期始業式 校長講話 骨子 

 

 

１）はじめに 

おはようございます。３月 25 日の修了式以来、またこうして体育館で二つの学年

が揃って新学期の始業式を迎えることができました。そして先ほどの着任式で、新し

い先生方をお迎えすることができました。さあ、気持ちも新たに、今日から新年度、

新学年の学校生活を始めましょう。 

 

２）今日のテーマ「先輩としての生活習慣」 

 ３月の修了式では、「生活習慣を見直そう」というテーマでお話ししました。今日も

「生活習慣」を話題にします。今日は「先輩としての生活習慣」を考えましょう。大

きく三つのことを皆さんには習慣にしてほしい、という話をします。 

 

３）学習習慣 

 まずは「学習習慣」です。修了式にもお話ししました。春休みに、勉強する習慣が

つけられたでしょうか？計画的に、宿題、学習課題に取り組めたでしょうか？今日か

ら１学期が始まります。授業が本格的に始まる前、今週１週間を使って、授業以外に

自分で勉強する学習習慣をつけ、生活リズムを整え、進路決定に向けて努力していき

ましょう。 

 

４）ヘルメット 

 身につけてほしい習慣２番目は、自転車ヘルメットです。自転車通学の人は、ヘル

メットをもっているはずですよね？かぶっていますか？自分の命を自分で守る、その

ためのヘルメットです。自分は事故に遭わないから大丈夫、と思わないでください。

交通事故は多くの場合、相手がいます。自分は交通ルールを守っていても、事故に巻

き込まれてしまう、いわゆる「もらい事故」というものに遭うかもしれません。また

去年の冬、都立高校生が、自転車で高齢者とぶつかり、高齢のかたが亡くなった事故

もありました。自分を守り、相手も守る、安全運転とヘルメットを習慣にしてくださ

い。 

 

５）スマスク端末 

 身につけてほしい習慣３番目は、パソコン、皆さんが一人１台持っているスマート

スクール端末、「スマスク端末」の話です。毎日持ち帰って充電して毎日持ってくるこ

と、朝登校したら Classi や Teams を見て連絡事項を確認すること、を習慣にしまし

ょう。学校からの Classi の連絡は必ず見て「見ました」を押すのを習慣にしましょ

う。 

早速ですが、今日、私から皆さんに Classiでメッセージを送ります。確認して「見

ました」を押してください。内容は、二つあります。一つは、これまでも送っていま

すが、先生からの体罰や性暴力という、皆さんの体と心を傷つける行為を受けた場合、



そのことをまわりの大人に話したくないときに使う相談シートです。今日も Classi 

で配りますので、相談シートを使わなくても「見ました」は押すようにしてください。

もう一つは、「東京都教育施策大綱 子供版」です。大泉桜高校は東京都立の学校です

が、東京都がどのような教育を目指すのか、を子供向けにわかりやすく説明したもの

ができました。教育を受ける皆さんにも、自分がどのような教育環境にあるのか、を

理解してもらいたいと思い、デジタルパンフレットを配ります。特に将来、学校や保

育園の先生になりたい人には読んでもらいたいと思います。 

繰り返しますが、スマスク端末を充電し、毎朝開き、「見ました」を押す、を習慣に

しましょう。 

 

６）先輩としてふさわしい態度で 

 まとめますが、学習習慣、ヘルメット、スマスク端末、この三つの習慣をぜひ身に

つけて、明日からやってくる新入生にお手本となってください。サクラの生徒は、こ

れが当たり前なんだ、という先輩としての生活態度を身につけましょう。 

 ３月のスポーツ大会は、実行委員を中心に、大いに盛り上がり大成功でした。実行

委員の当時の２年生がこんな感想を寄せてくれました。 

 「全体的に実行委員全員で協力し、連携してやるべきだと思いました。１年生はも

っと２年生に頼っていいと思うし、２年生はもっと周りを見て行動するべきだと思い

ました。」という感想がありました。 

 「２年生」は今の３年生になるわけですが、３年生は周りを見て行動できるように

しましょう。そして２年生は、３年生を頼りながら、３年生のリーダーを支えていき

ましょう。そして明日入学する１年生をあたたかく迎え入れてください。まずは、あ

さっての新入生歓迎会を成功させましょう。そして６月の体育祭に向けて、先輩とし

てこの大泉桜をよりよい学校にしていってください。今年、大泉桜高校は開校 20 周

年を迎えます。秋には、記念式典も行います。皆さんにとっても、新入生にとっても、

充実した１年になるように、まずは生活習慣から、努力していいものにしていきまし

ょう。 

 以上で私の話を終わります。 

 


